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1．趣旨
　20世紀後半の国際社会は，地球規模の人的移
動や情報流通の拡大により，様々な交流と接触
の場面を生み出してきた。日本語教育はこうし
た社会状況の変化に伴い，急速に多様化が進み，
従来の枠組みでは対応しきれない多くの問題に
直面している。これらの問題を解決するために
は，まず現実の社会から乖離することなく，社
会的観点に立って現状を把握し，多様化に柔軟
に対応していくことが前提として必要になる。
その上で，複数の人が連携して協働することに
より，複数の視点で内在する諸問題を明らかに
し，解決方法を具現化していくことが要講され
る。今，広い視野を持ち，連携に向けてイニシ
アチブのとれる自律的な教師が求められている。
　翻って，現行の日本語教師養成を見ると，教
師不足を補うための量的充実という意味では既
に安定期にある。しかし，これからの教師養成
は量的充実から質的充実へと転換することが不
可欠である。つまり氾濫する情報の取捨選択に
より％々と推移する現状を正確に把握し，教育
のあり方を科学的に検証する知識や方法を身に
付け，問題解決に向けて様々な立場・領域の人
と連携を図り柔軟に対応していくことができる
教師の養成へと，教師養成の質的転換を図る時
期に来ている。
　そこで，国立国語研究所日本語教育部門では，
平成13年度より現職蕎を対象として，「多様化」
に現実的に対応し得る力の養成を目指した新し
い研修「日本語教育上級研修」を立ち上げる。
新たなB本語教育の展開に向けて，常に問題意
識を持って取り組み，改善のための視点・能力
を持ち，自らを基点にしてネットワークを広げ
ていける入津を育成する。
2．目的
「日本語教育上級研修」は，広く日本語教育に
関する職務に携わうている現職者を対象として，
「多様化」に現実的に対応し得る力の養成を目
指し，本年度より新たにスタートしたプログラ
ムである。日本語教育現場における実践・研究
等から問題を見出し，相互交渉・共同作業を通
して問題を解決する方法論を身に付け，将来に
渡って日本語教育のそれぞれの分野においてり
一ダーシップを発揮する人材を育成することを
目的としている。
3．期間
平成13年5月7日～平成14年3月8日
4．研修概要
く研修の基本方針〉
（1）本研修は，選入を研修生として受け入れるが，
申請時に組織した研修チームを単位として研修
活動を実施する。
（2）本研修では，以下の二つを柱として活動を行
う。
①テーマ「教育内容の改善・教育環境の整備の
ための方法」に基づき各チームが設定した課題
を追究すること。
②情報収集・発信・共有等，他者との連携のた
めの方法を模索し，実践すること。
（3）研修生は，各チーム内だけではなく，他のチ
ームや研究所の研修担当者との共同作業や相互
交渉を通して主体的に研修を進める。また，研
究所内外の人的および物的なリソースやネット
ワークを積極的に研修活動に活用する。
〈研修活動の内容〉
（1）各礒修チームは，原則として毎月1回（平日）
研究所において定例会合を持つ。定例会合では，
各研修チームは自主的に進めてきた活動（文献
研究，情報収集，笹鮨案の作成，データ奴集，
実践での検討等）の進捗状況に基づき，次の活
動の内容と進め方について検討を行う。
（2）研修生は，チームごとに，あるいは共同で，
以下のような会を企画・実施する。
①課題に関する研究会や勉強会等（研修の進行
に合わせて随時実施）
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②中聞発表会（公開，1圓以上）
③修了報告会（公開）
（3）研修生は，以下のものを作成し，提出する。
①定例レポート：研修活動の進行にあわせて定
期的（月玉回程度）に作成し，活動の進捗状況
等についての内省・共有・検討のために利溺す
る。
②修了レポート：研修成果をまとめる。
③ダイアリー：参加者個人が戯評の活動に対し，
「学んだこと・考えたこと・感じたこと3をダ
イアリーという手法で記述し，定期的に提出す
る。定期的に記録されたダイアリーは，自分自
身の研修活動を振り返り，問題点を改善するた
めに有効な手がかりとなる。また，チーム単位
で活動することが多い研修活動に参加者個人が
どのように関わっているのか，また，そのこと
をどのように感じているのかを研修スタッフが
認識する貴重な機会となる。
5．応募資格
（1）日本語教育の実践・研究から見出した問題を
追究する熱意，能力，基礎的な知識を有するこ
と。
（2）原則として，2～6人で研修チームを構成する
こと。
（3）原則として，現に日本語教育に関する職務に
携わっていること。
（4）上記研修内容に沿った活動に参加できること。
また，各チームの設定した課題において所属機
関における教育現場を研究のフィールドとする
場合は，その旨，所属機関の承諾が得られるこ
と。
（5）研修での活動経過および成果に関する資料が
研究所の行う教師教育研究の基礎資料となるこ
とを了解すること。
（6）研究所および他の研修チーームとの連絡あるい
は討議等に電子メールが使えること。
6．募集方法と募集期間
　平成13年2月1日より募集案内の配布とHP
による募集を開始した。配布先は各大学，日本
語教育機関，日本語教育関係団体，都道府県教
育委員会等，計945機関である。
　募集要項の入手方法は以下の三つを用意した。
（1）H本語教育センターのHPからダウン桑川ード
する（http：〃wwwlkokken．go4P個／）。
（2）電子メール（kenshu＠koklcen．go．jp＞にて請求
する。
（3）郵送にて日本語教育センター（平成13年4月1
日より日本語教育部門に移行）に薩接請求する。
応募書類受付期間：平成13年2月1日～平成13
年3月2日（金〉消印有効
7．選考経過
応募者数：5チーム23名
第一次選考（書類）：平成13年3月6B
合格者数：5チーム23名
結果通知：平成13年3月9日
第二次選考（事前課題に基づく面撞）：平成13
年3月14B～19B
選考委員会：平成13年3月20日
合格者数：4チーム16名
不合格者数：1チーム7名
結果通知：平成13年3月23B
8．全体の経過
5月12日：オリエンテーション
6月8日：文献検索セミナー
9月29日：中間発表会
2月15日：修了レポート提出期限
3月3B～8日：個人別修了面接
3月26日：修了生修了通知（3チーム11名）
4月20N：修了式・修了発表会
9．チーム別研修報告
（1）「黒崎チーム」
〈修了レポート〉
題目：「上級日本語学習者に対するポジショニン
グ・マップを用いた語彙指導法の提案一印象・
感想を述べる手段としての形容詞一」
〈要旨〉
　本研究では，上級日本語学習者に対する語彙
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指導の方法を検討した。取り上げたのは形容詞
である。日本語能力試験一級に合格した上級学
習者でも印象・感想を雷うのは難しい。筆者ら
は，その原因は使用語彙の不足と侮を感じたか
が分析できないためではないかと考え，ポジシ
ョニング・マップという手段を思い付いた。ポ
ジショニング・マップを使えば，学習者自身が
感じた自橡を視覚化でき（自己内省の補助），かつ
そのポジショニング・マップ上に語彙を配置す
れば語彙の導入もできる（語彙不足の解消）。
　当初は適当な軸を設定してポジショニング・
マップを作り，学習者の感じた印象をマップ上
にプロットするだけだった。後に言語イメー
ジ・スケール（小林　1990）に出会い，それに影響
を受け，ポジショニング・マップに形容詞及び
形容詞的表現を配置した形容詞ポジショニン
グ・マップを作った。この形容詞ポジショニン
グ・マップは言語イメージ・スケールと同様，
Warm－Cool，　Soft－Hardの2軸からなっている。
この形容詞ポジショニング・マップを用いるこ
とで学習者は印象を視覚化でき，マップ上の意
味を理解しやすくなる。また，形容詞ポジショ
ニング・マップの使用を繰り返せば，邸象・感
想を表現するときに適当な語を選ぶのがたやす
くなる。
〈勉強会〉
①平成14年2月2日
場所：国立函語研究所第一研修室
講師：岩松桂氏（日本カラーデザイン研究所）「カ
ラーイメージスケールについて」
②平成14年2月15B
場所：国立国語研究所第一研修室
講師：卯城祐司氏（筑波大学）「スキーマ理論か
ら見た語彙習得過程」
③平成14年3月5日
場所：国立国語研究所第～研修室
講師：吉野文氏（千葉大学）「学習ストラテジー
について」
（2）「要因チーム」
〈修了レポート〉
題目：「日本語学習者の環境調査と発音習得の時
間的変化の研究一発音と日本語使用状況の基礎
調査から見えてきたもの一」
〈要旨〉
　本研究チーム所属日本語教育機関において，
留学生は日本語を習得するという目的を持ち，
日々学習を重ねている。今，入学後一年になろ
うとしているが，学習者の日本語の習得過程に
おいて個人差が見られる。
　本研究チームはその原因の一つと思われる学
習者の置かれている環境の影響と日本語習得状
況に着目し調査を行った。日本語習得の方面に
おいては，発音を申心に調査し，その習得過程
の変化などを探った。また環境の方面において
は，質問紙法調査，インタビュー調査などを行
い，学習者の置かれている環境を把握し，その
場面における学習春の日本語使用の状況を明ら
かにした。
　その結果を踏まえ，学習者個々に応じた長期
的な指導の必要性を感じ，学習者の記録を体系
的に取り，教育現場への活用を目指した。今後
も本研究チームの日本語学習者に対する支援の
あり方を探っていきたい。
〈勉強会〉
平成13年10月21B
場所：国立国語研究所第一研修室
講師：文野峯子氏（人間環境大学）・林さと子忌
（津田塾大学）・宮崎妙子氏（武蔵野市交流教会
日本語交流員）
（3）「LLチーム」
〈修了レポーート〉
題R：「文化外国語専門学校における音声教育シ
ラバスの醐発一LLを使った音声教育教材の分
析・改訂を中心に一」
〈要旨〉
　本校では平成12年10月からLL用発音教材
（以下：発音教材）の開発を始め，平成13年4月
に完成した。この教材は「アクセント」「イントネ
ーション」「リズム」「プロミネンス」「小さい『つ』
の発音」「『ん』の発音」の6項目からなる。これ
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らの分析を行い，本校における音声教材シラバ
スの開発を進めることを目的として，本研修に
参加した。
　本レポートでは発音教材の実践を通して明ら
かになったことを中心にまとめた。この発音教
材を使用するにあたっての教師の工夫，発音教
材の実践の中で観察された学習者の様々な様子，
発音教材の使用が影響していると思われる学習
者の反応・変化（発音以外の普段の授業，放課
後などの様子），発音教材を使用していることを
踏まえた教師の発音以外の授業での工央，など
の多くの観点から分析した。
　学習者が積極的に発音の授業に参加する，溌
音以外の授業でも学習者が以前より発音に興味
を示す，など本教材の長所が観察された一方で，
発音教材の練習問題が単調である，発音教材と
メインテキストとの連動が不十分だ，到達目標
の設定が明確ではない，など多くの問題点があ
ることも明らかになった。これらの問題点の改
善に加え，教師や学習者からいかに有益なフィ
ードバックを得るか，今後本校でどのような音
声教育シラバスを作り上げていくかなど，多く
の課題が残された。
＜勉強会＞
B時：平成13年7月28日
場面：文化外国語専門学校
講師：松崎寛氏（広島大学）・河野俊之氏（同志
社女子大学）
グ・マップを用いた語彙指導の提案　一印象・
感想を述べる手段としての形容詞一」黒埼誠・
黒崎亜美・播岡恵・丸山伊津紀（ラボ日本語教
育研修所）
io．研修修了発表会
日時：平成14年4月20日
場所：国立国語研究蕨第一研修室
山陰及び発表者
（1）「文化外国語専門学校における音声教育シラ
バスの開発一LLを使った音声教育教材の分
析・改訂を中心に一」西村学・国頭美紀・角本
浩美（文化外国語専門学校）
（2）「B本語の習得における環境の影響」詔命邦
子・井上好恵・大村和恵・中沖京子（東京国際
学園外語専門学校）
（3）「上級B本語学習者に対するポジショニン
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